
























作　　成

取組開始

達成状況

シートNo.

月間発生量 うち再生利用量 必要経費 売却金額

.00 183,500

平成　**年　**月　**日

平成　**年　**月　**日

平成　**年　**月　**日

No.  **

ステップ４

容

計（必要経費－売却金額） 139,200

取組後 前後比較

8.17 1.01

139,200 44,300

 減量化計画表 
部　署　名

製造工程名 記入例

ステップ１ ステップ２ ステップ３

廃棄物の種

月間発生量 うち再生利用量 必要経費

　）
単位

（　円　）

処理内 取組の有無

（

類 単位
　ｔ　）

単位
（　ｔ

具体的な取組目標 単位
（　ｔ　）

単位
（　ｔ　）

単位
（　円　）

単位
（　円　）

数値目標 達成度

1 不燃性廃棄物の混合物 2.00 80,000 処理業者に委託し、埋立処分 × 金属を分別回収にし、売却
金属売却
1ｔ／月

量
2.00 0.50 60,000 5,000 △

2 プラスチック容器 2.00 60,000
処理業者
立処分

に委託し、破砕後、埋
× 処理委託先で固形燃料化

固形燃料化
0.5ｔ／月

2.00 0.50 50,000 ○

3 木製パレット 5.00 40,000
処理業者
却

に委託し、破砕後、焼
×

通いパ
底によ

レットの活用、修
り新規購入を削減

理の徹 新規購入量
4割削減

4.00 32,000 △

4 梱包用段ボール 0.10 0.10 古紙回収業者に引渡し ○
引き続
し

いて古紙回収業者に引渡
0.10 0.10 ○

5 潤滑油 0.05 3,000 処理業者に委託し、焼却 × 委託先で再生油に加工 0.05 0.05 2,000 ○

6 コピー用紙 0.02 0.01 500
一部は古
一部は処

紙回収業者
理業者に委

に引渡し
託し、焼却

△
裏面利
抑制

用の徹底により発生量を 発生量
1/4削減

0.015 0.01 200 ○

7

8

9

10

計 9.17 0 計 8.165 1.16 144,200 5,000

取組前

廃棄物発生量 9.17

必要経費（円） 183,500

取組前後の状況を、廃棄物

発生量と経費の合計で比較

します。

月間発生量、再生利用量、必要経費、

売却金額を達成状況として記入して

月間発生量、再生利用量、必要経費、

売却金額を達成状況として記入して

ください。

※1ｍ3≒１ｔ、１L≒１kgで簡易換算

部署や製造工程ごとに計画を作成する場合は、部

署や製造工程ごとに計画表を記入してください。

事業所で発生する廃棄物（事業系一般廃棄物も含

む）について記入してください。

月間発生量、再生利用量、必要経費、

売却金額を達成状況として記入してく

月間発生量、再生利用量、必要経費の

どれかがわからない場合には、わかる

ものだけを記入します。

廃棄物の種類は、自社で管理し
ている名称を記入してください。

産業廃棄物管理票（マニフェス
ト）、処理委託契約書等をもとに
記入してください。

既に何らかの取組をしている場合には○、まだ取
組を行っていないものには×を記入してください。
△は既に取組をしていて、さらに取組が設定できる
場合です。

取組事例（P.8～10）を参考に、
取組目標を設定してください。

目標値を設置する場合は記入してください（最
初から記入する必要はありません）。
処理費用等を目標に設定することも可能です。

取組の結果、効果があったものに
は○、今後効果が期待できそうな
ものには△、効果がなかったもの
に×を記入してください。
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作　　成

取組開始

達成状況

シートNo.

月間発生量 うち再生利用量 必要経費 売却金額

.00 0

0

0.00

前後比較

0

0.00

取組後

容

0計（必要経費－売却金額）

ステップ４

年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

No.

年　　　月　　　日 減量化計画表 
部　署　名

製造工程名

ステップ１ ステップ２ ステップ３

廃棄物の種

月間発生量 うち再生利用量 必要経費

　）
単位

（　　　）

処理内 取組の有無

（

類 単位
　　　）

単位
（　　

具体的な取組目標 単位
（　　　）

単位
（　　　）

単位
（　　　）

単位
（　　　）

数値目標 達成度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

計 0.00 0 計 0.00 0.00 0 0

取組前

廃棄物発生量 0.00

必要経費（円） 0

取組前後の状況を、廃棄物

発生量と経費の合計で比較

します。

月間発生量、再生利用量、必要経費、

売却金額を達成状況として記入して

月間発生量、再生利用量、必要経費、

売却金額を達成状況として記入して

ください。

※1ｍ3≒１ｔ、１L≒１kgで簡易換算

部署や製造工程ごとに計画を作成する場合は、部

署や製造工程ごとに計画表を記入してください。

事業所で発生する廃棄物（事業系一般廃棄物も含

む）について記入してください。

月間発生量、再生利用量、必要経費、

売却金額を達成状況として記入してく

月間発生量、再生利用量、必要経費の

どれかがわからない場合には、わかる

ものだけを記入します。

取組の結果、効果があったものに
は○、今後効果が期待できそうな
ものには△、効果がなかったもの
に×を記入してください。

目標値を設置する場合は記入してください（最
初から記入する必要はありません）。
処理費用等を目標に設定することも可能です。

取組事例（P.8～10）を参考に、
取組目標を設定してください。

既に何らかの取組をしている場合には○、まだ取
組を行っていないものには×を記入してください。
△は既に取組をしていて、さらに取組が設定できる
場合です。

産業廃棄物管理票（マニフェス
ト）、処理委託契約書等をもとに
記入してください。

廃棄物の種類は、自社で管理し
ている名称を記入してください。

-18-




	00
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11

	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18

	19



